

[image: 挿絵 が含まれている画像

自動的に生成された説明]


 公益社団法人 日本薬学会 
医薬化学部会主催
創薬懇話会2025 in 大津 
企業広告募集のご案内 










会　 期：　2025年 6 月 19 日（木）～20日（金）
会　 場：　ピアザ淡海
　　 〒 520-0801　滋賀県大津市におの浜1-1-20
https://www.piazza-omi.jp/
主　 催：　日本薬学会医薬化学部会

ご 挨 拶
謹啓 
 時下益々御清栄のこととお慶び申し上げます。
日本薬学会医薬化学部会の主催による創薬懇話会2025 in大津を、令和 7 年 6 月 19 日(木)~ 6月20日(金)の 2 日間、ピアザ淡海(滋賀県大津市)にて開催いたします。創薬懇話会は、大学や製薬関連企業で創薬研究に携わる若手研究者の育成と製薬産業の活性化を目的としています。合宿形式で開催し、若い研究者が創薬研究に対する興味や知識を深め、また親睦および研究者間の交流を深める場となることを目指しております。
令和７年度の創薬懇話会は、討論主題を「(R)evolution of Medicinal Chemistry: 多様化するモダリティにおける創薬化学の進化と革新」とし、多様化する創薬モダリティの中で進化を続ける創薬化学、革新的創薬化学の研究に触れ、創薬化学の未来を議論します。また、若手による創薬化学研究の先端的な学術を議論します。多様化するモダリティの中で、低分子化合物の占める割合は減少しています。しかし、低分子化合物+抗体でAntibody-Drug Conjugates が生まれたように、低分子化合物＋「何か」で、低分子化合物を基盤とする新しいモダリティが生まれる可能性があります。低分子化合物自身にも、まだ気付かれていない特性があるかもしれません。本懇話会では、低分子化合物のポテンシャルを探り、引き出すような議論を行います。具体的には、創薬のタネになる可能性がある基礎研究についての招待講演（招待講演者：セレイドセラピューティクス（株）荒川信行先生、医薬基盤研 近藤裕郷先生、東京科学大学 中村浩之先生、名古屋大学 古矢修一先生、大阪大学 山下泰信先生など７名を予定）、４０件のポスター発表を予定しています。
創薬懇話会を開催するにあたっては、これまで経費削減に努めて参りました。しかしながら昨今の経済情勢のため、本懇話会の運営は現状において厳しい状況にあり、日本の創薬力向上、若手人材の育成、人的ネットワークの構築を趣旨として掲げる歴史ある懇話会の開催が危ぶまれつつあります。貴社におかれましては、本懇話会の趣旨にご賛同いただき、創薬懇話会のスポンサー企業としてご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げる次第です。日本薬学会医薬化部会とともに将来の日本の創薬を創る活動にご協力いただけますと幸いです。　　
謹白 
2025年2月 
創薬懇話会2025 in 大津
実行委員長 鈴 木 孝 禎 (大阪大学) 
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  創薬懇話会2025 in 大津開催概要 

名　　  称　　：創薬懇話会2025 in 大津
主　　　題　　：(R)evolution of Medicinal Chemistry: 多様化するモダリティにおける創薬化学の進化と革新
会 　　 期　　：2025年6月19日（木）～ 20日（金）
会  　　場　　：ピアザ淡海
〒 520-0801　滋賀県大津市におの浜1-1-20
URL： https://www.piazza-omi.jp/
創薬懇話会予定参加人数：
約100人程度（企業および大学の創薬に関わる研究者）
· 産官学から多様な背景を持つ研究者が集い創薬を考える場である。単なる学習のみでなく、泊まり込みで創薬について熱く語らう場である。
· 創薬化学のみでなく幅広い創薬の最新の話題を、じっくり聴いて講演が理解できる。日常とは隔離されたリラックスした雰囲気で充実した2日間を過ごすことができる。
· 創薬に携わる人々が、それぞれの思いや悩みをぶつけ合う。所属や立場の枠を超えて、多くの人々と知り合いになれる人的ネットワーク形成の場である。
開 催 形 態：【主催】公益社団法人 日本薬学会 医薬化学部会

創薬懇話会2025事務局：
実行委員長 鈴木　孝禎（大阪大学産業科学研究所）
〒 567-0047 大阪府茨木市美穂ケ丘8番1号
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　　　　　　創薬懇話会2025 in大津の最新情報は下記に
アクセスしてください。

https://www.sanken.osaka-u.ac.jp/konwakai2025/


創薬懇話会2025 in 大津 広告企業 募集要項 

· 創薬懇話会2025 in大津では、企業広告として講演要旨集への広告掲載および懇話会会場でのスクリーン広告の２種類を用意しております。
「講演要旨集」広告掲載サービス                                      
【広告掲載要領】
創薬懇話会の要旨集（参加者全員に配布）に企業広告（後付、モノクロ形式）を掲載するサービスを行います。また、企業バナーを創薬懇話会ホームページに掲示、講演会場のメインスクリーンに映写致します。

広告寸法：1 頁  180×260mm
要旨集のサイズ：A４(横:210×縦:297㎜) 
形式：モノクロ、要旨集後付け
発行部数：100部 予定
配布対象：創薬懇話会2025 in大津参加者へ配布
【広告掲載金額】
1 頁　44,000 円
【発行予定日】
2025年 6 月上旬 ※広告掲載企業様には1 冊進呈いたします。

· 掲載順は事務局にご一任くださいますようお願いいたします。



「会場スクリーン映写」広告サービス                               
【広告要項】
開会前、休憩時間等の時間帯に講演会場のメインスクリーンを利用して、企業広告の動画ビデオあるいはスライドの映写サービスを行います。

· 一企業の広告映写時間は30秒以内。会期中、繰り返し映写の予定です。
· 映写時間帯につきましては、事務局にご一任くださいますようお願いいたします。

【広告映写金額】
動画ビデオまたはスライド広告（音声付き）56,000円

· 希望者が多数の場合には、抽選とさせていただきます。
· 

スポンサー企業の対象
製薬企業／創薬・バイオベンチャー企業／創薬支援の汎用科学機器・装置／汎用器具・消耗品／情報処理技術／安全性試験受託・分析リサーチ／受託研究／ベンチャーキャピタル など
ご寄付の申し込み方法
創薬懇話会2025 in大津 HP内の応募専用フォーム(https://www.sanken.osaka-u.ac.jp/konwakai2025/exhibition/)よりお申込みいただくか、本案内の最終ページにある申し込み用紙に記載の上、メール（medchem_konwakai_2025@sanken.osaka-u.ac.jp）にてお申込みください。
申し込み締め切り
2025年4月18日（金）

講演要旨集広告の原稿入稿について
広告寸法：1 頁 180×260mm　
広告版下はデジタルデータでの入稿（medchem_konwakai_2025@sanken.osaka-u.ac.jp）をお願いいたします。
広告原稿締切日：2025 年4月18日（金）

会場スクリーン映写広告の原稿入稿について
デジタルデータファイルでの入稿（medchem_konwakai_2025@sanken.osaka-u.ac.jp）をお願いいたします。
広告原稿締切日：2025 年6月13 日（金）
広告料金のお支払いについて
申し込み受理後、ご請求書を発行いたしますので、請求書に記載の指定口座へ広告掲載料金をお振込みください。
申し込みの取り消しについて
お申し込み後のキャンセルは、事務局が不可抗力と認めた場合を除き、お受けできませんので、あしからずご了承下さい。

お問い合わせ・お申込み先
創薬懇話会2025 in 大津 事務局
E-mail：medchem_konwakai_2025@sanken.osaka-u.ac.jp
公益社団法人日本薬学会　創薬懇話会2025 in大津 広告企業申込書

Web からのお申込が便利です　
【申込先】創薬懇話会2025 in大津　事務局
E-mail：medchem_konwakai_2025@sanken.osaka-u.ac.jp
趣旨に賛同し、創薬懇話会2025 in大津の企業広告を申し込みます。
年 　　月 　　日
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